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研究の
現場から

「
重
点
三
分
野
」

令
和
三
年
に
改
編
さ
れ
た「
道
徳
科
学
研
究

所
」（
以
下
、「
道
科
研
」）で
は
、
研
究
活
動
の「
重
点

三
分
野
」を
以
下
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

（
１
）�

新
た
な
時
代
の
倫
理
道
徳
の
あ
り
方
を
探
究

し
、
人
類
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
の
道
徳
的

解
決
に
資
す
る
研
究

（
２
）�

家
庭
・
学
校
・
社
会
に
お
け
る
道
徳
の
教
育
・

学
習
・
実
践
の
充
実
に
資
す
る
研
究

（
３
）�

創
立
者
・
廣
池
千
九
郎
の
事
跡
と
思
想
の
研

究
、
お
よ
び
最
高
道
徳
論
と
そ
の
教
育
の
深

化
・
発
展
に
資
す
る
研
究

こ
の「
重
点
三
分
野
」を「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
道
徳
教
育
研
究
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
い
う
三
つ
の「
研
究
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
担
い
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
わ
が
国
の
国
家
伝
統
を
主
た
る
課
題
と

す
る「
伝
統
文
化
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
、
歴

史
認
識
問
題
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
取
り
組
む

「
歴
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
定
例
研
究
会

を
企
画
・
開
催
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門

性
を
有
す
る
研
究
者
の
シ
ナ
ジ
ー(

相
乗
効
果
）

が
引
き
出
さ
れ
、
研
究
活
動
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

財
団
の
教
育
活
動
に
資
す
る
研
究
を

さ
て
、
今
年
度
の
道
科
研
で
は
、「『
道
徳
科
学

の
論
文
』第
三
緒
言
」（
新
版『
道
徳
科
学
の
論
文
』①
序

一
二
七
〜
一
三
九
頁
）の
第
二
条
で
示
さ
れ
て
い
る

三
十
四
事
項
に
及
ぶ「
引
き
続
き
研
究
を
必
要
と

す
る
諸
項
目
」に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
改
め
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
四
年
度「
道
科
研
」研
究
活
動
方
針

創
立
者
が
託
し
た
課
題
に
向
き
合
う道

徳
科
学
研
究
所 

所
長
　
犬い

ぬ

飼か
い 

孝た
か

夫お

こ
の
三
十
四
事
項
を
見
る
と
、
廣
池
千
九
郎
が

道
徳
と
い
う
視
点
か
ら
、
自
然
と
人
間
、
社
会
と

人
間
、
心
と
身
体
の
関
係
性
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
項
で

は「
相
互
関
係
の
研
究
」「
徹
底
的
研
究
」「
具
体
的

方
法
の
研
究
」と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
道
科
研
で
は
、
創
立
者
が
後
世
に
託
し
た
研

究
課
題
を
、
現
代
の
最
先
端
の
科
学
的
知
見
で

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
ま
た
、
価
値
観
が
多
様
化
し
混
迷
の
度
を
増
す

現
代
社
会
に
お
い
て「
変
え
て
い
く
べ
き
社
会
規

範
」「
時
代
を
越
え
て
尊
重
す
べ
き
道
徳
原
理
」に

つ
い
て
、
学
術
的
側
面
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

道
科
研
は
、
財
団
の
教
育
部
門
と
の
協
働
を
よ

り
一
層
推
進
し
、
研
究
的
視
点
か
ら
教
育
活
動
に

参
画
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


